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農山漁村等地域の活性化のための融資をはじめとする支援 

1. 農業融資商品の適切な提供・開発 

(1) 集落営農支援資金の取組みについて 

ＪＡ岩手ふるさと（岩手県） 

新規 継続 

 
○ 

（平成 18年 8月） 

 

1 動機 

（経緯） 

個人営農から集落営農の転換が進んでいる現状を鑑み、地域農業の活性化を図る

ため、集落営農組織の育成推進を目的としています。 

岩手県奥州市と金ヶ崎町による一部利子助成を受け、集落営農に必要な資金に対

応する「集落営農支援資金」を平成 18年に創設し、以降 10 年間展開しています。 

2 概要 本事業は、集落営農を指向する団体に対し、運転資金または設備資金に対して融

資を行うものです。 

融資利率に対し、岩手県奥州市と金ヶ崎町による利子助成（1.0％）が適用されま

す。 

 

3 成果 

（効果） 

平成 28年度は、融資件数 16件、融資金額 117百万円となりました。 

（内訳） 

・奥州市の 13件（107百万円） 

・金ケ崎町 3件（10百万円） 

 

4 今後の予

定（課題） 

引き続き、本資金による集落営農組織育成・発展支援の強化に取り組んでいきま

す。 
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